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第
七
十
九
条
第
六
号
中
「
附
則
第
五
条
第
一
項
（
機
構
の
行
う
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
の
鉄
道
施
設
等
の
更
新
等
に

係
る
無
利
子
貸
付
け
及
び
助
成
金
の
交
付
の
業
務
）」を
「
附
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
（
機
構
の
行
う
会
社
等
へ
の
助

成
金
の
交
付
等
の
業
務
）」に
改
め
る
。

第
九
十
六
条
第
五
項
第
四
号
中
「
登
録
包
括
信
用
購
入
あ
つ
せ
ん
業
者
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
三
十
五
条
の
二
の

三
第
一
項
（
登
録
）
に
規
定
す
る
登
録
少
額
包
括
信
用
購
入
あ
つ
せ
ん
業
者
」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
九
条
の
十
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
二
の
三
第
五
項
（
特
定
中
小
企
業
者
等
が
経
営
改

善
設
備
を
取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）」を
削
り
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
、
第
四
十
二
条

の
五
第
二
項
（
高
度
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
進
設
備
等
を
取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）」及
び

「
、
第
四
十
二
条
の
十
二
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
を
削
り
、「
引
上
げ
及
び
設
備
投
資
を
行
つ
た
場
合
等
」
を

「
支
給
額
が
増
加
し
た
場
合
」
に
、「
又
は
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
の
二
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
二
条
の
十
二
の
六

第
二
項
」
に
、「
の
規
定
」
を
「
又
は
第
四
十
二
条
の
十
二
の
七
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
事
業
適
応
設
備
を
取
得
し

た
場
合
等
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）（
中
小
企
業
者
等
が
適
用
を
受
け
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
」
に

改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
三
項
（
復
興
産
業
集
積
区
域
等
」
を
「
第
三
項
（
特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
」
に
、「
企
業
立
地

促
進
区
域
」
を
「
企
業
立
地
促
進
区
域
等
」
に
、「
ま
で
（
復
興
産
業
集
積
区
域
等
」
を
「
ま
で
（
特
定
復
興
産
業
集
積

区
域
等
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
一
条
の
四
第
八
項
第
二
号
中
「
も
の
」
の
下
に
「
そ
の
他
資
金
の
調
達
に
係
る
も
の
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
二
条
第
一
項
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
二
の
三
第
五
項
（
特
定
中
小
企
業
者
等
が
経
営
改
善
設
備
を
取
得

し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）」を
削
る
。

第
百
四
十
二
条
の
二
第
七
項
第
三
号
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
」

と
い
い
、
同
条
第
二
項
」
に
、「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
」
を
「
）
に
係
る
」に
、

「（
当
該
」を「（
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
外
国
法
人
税
の
額
に
限
る
も
の
と
し
、」に
、「
の

計
算
」
を「（
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
部
分
の
金
額
を
除
く
。）の
計
算
」
に
、「
な
つ
た
当
該
」
を
「
な
つ

た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
第
一
号
中「（
こ
れ
ら
」
を「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
剰
余
金

の
配
当
等
の
額
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
部
分
の
金
額
に
」
に
、「
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
」

を
「
に
係
る
」
に
、「
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
課
税
対
象
金
額
又
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
間
接
特
定
課
税

対
象
金
額
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
特
定
課
税
対
象
金
額
等
」
と
い
う
。）を
有
す
る
内
国
法
人
が
当
該
特

定
課
税
対
象
金
額
等
に
係
る
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
同
条
第
一
項
又
は
第
八
項
に
規
定
す
る
」
を
「
剰
余
金
の
配
当
等

の
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
外
国
法
人
税
の
額
及
び
」
に
、「
な
つ
た
当
該
」
を
「
な
つ
た
」
に
、「
う
ち
当
該
」

を
「
う
ち
」
に
、「
を
含
む
」
を
「
に
限
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中「（
こ
れ
ら
」
を「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
剰

余
金
の
配
当
等
の
額
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
部
分
の
金
額
に
」
に
、「
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ

る
」
を
「
に
係
る
」
に
、「
特
定
課
税
対
象
金
額
等
を
有
す
る
内
国
法
人
が
当
該
特
定
課
税
対
象
金
額
等
に
係
る
外
国
法

人
か
ら
受
け
る
同
条
第
三
項
又
は
第
十
項
に
規
定
す
る
」
を
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る

外
国
法
人
税
の
額
及
び
」
に
、「
な
つ
た
当
該
」
を
「
な
つ
た
」
に
、「
う
ち
当
該
」
を
「
う
ち
」
に
、「
を
含
む
」
を
「
に

限
る
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「（
こ
れ
ら
」
を「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
」
と
い
い
、
こ

れ
ら
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
部
分
の
金
額
に
」
に
、「
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
」
を
「
に
係
る
」
に
、「
同
条
第
四

項
に
規
定
す
る
特
定
課
税
対
象
金
額
又
は
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
間
接
特
定
課
税
対
象
金
額
（
以
下
こ
の
号
及
び
次

号
に
お
い
て
「
特
定
課
税
対
象
金
額
等
」
と
い
う
。）を
有
す
る
内
国
法
人
が
当
該
特
定
課
税
対
象
金
額
等
に
係
る
外
国

法
人
か
ら
受
け
る
同
条
第
一
項
又
は
第
七
項
に
規
定
す
る
」
を
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ

る
外
国
法
人
税
の
額
及
び
」
に
、「
な
つ
た
当
該
」
を
「
な
つ
た
」
に
、「
う
ち
当
該
」
を
「
う
ち
」
に
、「
を
含
む
」を「
に

限
る
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中「（
こ
れ
ら
」
を「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
」
と
い
い
、
こ

れ
ら
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
部
分
の
金
額
に
」
に
、「
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
」
を
「
に
係
る
」
に
、「
特
定
課
税

対
象
金
額
等
を
有
す
る
内
国
法
人
が
当
該
特
定
課
税
対
象
金
額
等
に
係
る
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
同
条
第
三
項
又
は
第

九
項
に
規
定
す
る
」
を
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
外
国
法
人
税
の
額
及
び
」
に
、「
な
つ

た
当
該
」
を
「
な
つ
た
」
に
、「
う
ち
当
該
」
を
「
う
ち
」
に
、「
を
含
む
」
を
「
に
限
る
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
五
条
の
二
十
五
第
一
号
ハ

中
「
、
第
六
十
八
条
の
十
第
二
項
（
高
度
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
進
設
備
等
を
取

得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）」及
び
「
、
第
六
十
八
条
の
十
五
の
四
第
二
項
若
し
く
は
第
三

項
（
特
定
中
小
連
結
法
人
が
経
営
改
善
設
備
を
取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）」を
削
り
、

「
引
上
げ
及
び
設
備
投
資
を
行
つ
た
場
合
等
」
を
「
支
給
額
が
増
加
し
た
場
合
」
に
、「
限
る
。）又
は
」
を
「
限
る
。）、」

に
、「
の
規
定
」
を
「
又
は
第
六
十
八
条
の
十
五
の
七
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
事
業
適
応
設
備
を
取
得
し
た
場
合
等

の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）（
連
結
親
法
人
が
中
小
連
結
親
法
人
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
」

に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
第
三
項
（
連
結
法
人
が
復
興
産
業
集
積
区
域
等
」
を
「
第
三
項
（
連
結
法
人
が
特
定
復
興
産

業
集
積
区
域
」
に
、「
企
業
立
地
促
進
区
域
」
を
「
企
業
立
地
促
進
区
域
等
」
に
、「
ま
で
（
連
結
法
人
が
復
興
産
業
集
積

区
域
等
」
を
「
ま
で
（
連
結
法
人
が
特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
、
第
六
十
八
条
の

十
五
の
四
第
五
項
」
を
削
る
。

第
百
五
十
五
条
の
二
十
七
第
五
項
第
二
号
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
剰
余
金
の
配
当
等
の

額
」
と
い
い
、
同
条
第
二
項
」
に
、「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
」
を「
）
に
係
る
」

に
、「（
当
該
」
を「（
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
外
国
法
人
税
の
額
に
限
る
も
の
と
し
、」に
、

「
の
計
算
」
を「（
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
部
分
の
金
額
を
除
く
。）の
計
算
」
に
、「
な
つ
た
当
該
」を「
な

つ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中「（
こ
れ
ら
」
を「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
剰
余

金
の
配
当
等
の
額
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
部
分
の
金
額
に
」に
、「
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
」

を
「
に
係
る
」
に
、「
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
又
は
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
間
接
特
定

個
別
課
税
対
象
金
額
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
等
」
と
い
う
。）を
有
す
る
連
結

法
人
が
当
該
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
等
に
係
る
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
同
条
第
一
項
又
は
第
八
項
に
規
定
す
る
」
を

「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
外
国
法
人
税
の
額
及
び
」
に
、「
な
つ
た
当
該
」
を「
な
つ
た
」

に
、「
う
ち
当
該
」
を
「
う
ち
」
に
、「
を
含
む
」
を
「
に
限
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中「（
こ
れ
ら
」
を「（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
部
分
の
金
額
に
」
に
、「
を
課
税
標

準
と
し
て
課
さ
れ
る
」
を
「
に
係
る
」
に
、「
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
等
を
有
す
る
連
結
法
人
が
当
該
特
定
個
別
課
税

対
象
金
額
等
に
係
る
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
同
条
第
三
項
又
は
第
十
項
に
規
定
す
る
」
を
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
を

課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
外
国
法
人
税
の
額
及
び
」
に
、「
な
つ
た
当
該
」
を
「
な
つ
た
」
に
、「
う
ち
当
該
」
を
「
う

ち
」
に
、「
を
含
む
」
を
「
に
限
る
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「（
こ
れ
ら
」
を「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
剰
余
金
の

配
当
等
の
額
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
部
分
の
金
額
に
」
に
、「
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
」
を

「
に
係
る
」
に
、「
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
又
は
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
間
接
特
定
個
別

課
税
対
象
金
額
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
等
」
と
い
う
。）を
有
す
る
連
結
法
人

が
当
該
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
等
に
係
る
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
同
条
第
一
項
又
は
第
七
項
に
規
定
す
る
」
を
「
剰

余
金
の
配
当
等
の
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
外
国
法
人
税
の
額
及
び
」
に
、「
な
つ
た
当
該
」
を
「
な
つ
た
」に
、

「
う
ち
当
該
」
を
「
う
ち
」
に
、「
を
含
む
」
を
「
に
限
る
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中「（
こ
れ
ら
」
を「（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
」
に
、「
も
の
に
」
を
「
部
分
の
金
額
に
」
に
、「
を
課
税
標
準

と
し
て
課
さ
れ
る
」
を
「
に
係
る
」
に
、「
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
等
を
有
す
る
連
結
法
人
が
当
該
特
定
個
別
課
税
対

象
金
額
等
に
係
る
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
同
条
第
三
項
又
は
第
九
項
に
規
定
す
る
」
を
「
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
を
課

税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
外
国
法
人
税
の
額
及
び
」
に
、「
な
つ
た
当
該
」
を
「
な
つ
た
」
に
、「
う
ち
当
該
」
を「
う
ち
」

に
、「
を
含
む
」
を
「
に
限
る
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
五
条
の
二
十
八
第
一
項
中
「
、
第
六
十
八
条
の
十
五
の
四
第
五
項
（
特
定
中
小
連
結
法
人
が
経
営
改
善
設

備
を
取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）」を
削
る
。

第
百
八
十
八
条
第
十
一
項
第
一
号
中
「
利
子
」の
下
に「（
法
第
百
四
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
利
子
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
十
二
項
第
二
号
中「
法
第
百
四
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」

を
削
り
、「
も
の
」
の
下
に
「
そ
の
他
資
金
の
調
達
に
係
る
も
の
」
を
加
え
る
。


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